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労務管理体制整備&強化のポイント
行政調査で改善の指摘を受けることも増えている労務
管理体制。確認必須の7項目を日越比較で解説

2025年7月社保改正などの実務対応
社会保険法改正、VNeID登録義務化等、子会社にて対
応が必要な改正の概要と実務を解説

進出&撤退の基礎知識
進出のポイント及び進出時から押さえておきたい撤退
の基礎知識までを解説

アンケートご回答特典

講演資料

https://www.obc.co.jp/250926


山本真佑氏
みらいコンサルティング ベトナム Branch Director／社会保険労務士

大手製菓製パン原料メーカーで総務人事及び営業部門での勤務を経て2019年みらいコンサルティング
グループへ入社。2021年よりベトナムに駐在し、日系企業進出等に関するコンサルティングを多数実
行。数少ない在ベトナム現役社会保険労務士であり、専門はHR分野とベトナム進出に関するライセン
ス全般。

ベトナム子会社、
労務管理体制整備＆強化策
～進出・体制整備・法改正・撤退までを
現地視点で解説～

ベトナムでの子会社運営において、労務管理体制の整備は、安定した組織づく
りと行政対応の両面で重要な要素です。昨今では外資系企業に対する行政調査
が強化され、労務管理体制への指摘も増えており、現地制度への理解と実務対
応力が求められています。さらに、2025年の社会保険法改正やVNeID登録義務化
等などの対応も急務です。
本セミナーでは、労務管理体制整備と強化のポイントを中心に、進出のポイン
トや、事業運営において知っておきたい法改正対応、進出時から押さえておく
べき撤退の基礎知識まで、現地駐在コンサルタントが実務視点でわかりやすく
解説します。

（１）進出のポイント
・日系企業の投資状況
・進出形態、法人設立の流れ
・進出時の留意事項

（２）労務管理体制整備と強化のポイント
①日越比較で確認！労務管理体制で確認すべき7項目
ー雇用契約等
－労働時間・時間外労働
－休憩・休日・休暇
－賃金・賞与・昇給等
－退職・定年・解雇等
－強制保険（社会保障制度）
－懲戒 等

②行政調査対応のポイント
－外資企業への行政調査
－よく確認される調査項目と事前準備

（３）法改正対応のポイント
－2025年7月社会保険法改正、VNeID登録義務化等の概要と実務対応

（４）進出時から押さえておくべき撤退の基礎知識
・日本企業の撤退状況
・清算にかかる期間・費用・リスク

ベトナムよりLIVE Q&A！ ご参加の方のご質問にお答えいたします。ご質問はお申し込み時のアンケート
またはZoomのQ&Aよりお願いいたします。
※内容やお時間の都合により、すべてのご質問にお答えできない可能性がございます。ご
了承ください。

日時 2025年9月26日（金） 日本時間15:30～16:45（開演15分前からアクセス可）

参加方法 Zoom、参加費無料・事前登録制

対象 ベトナム進出企業及び進出検討企業の海外事業部門・経営企画部門・海外人事労務のご担当者、現地法人
マネージャー 等

定員 500名

共催 みらいコンサルティンググループ／宝印刷株式会社／株式会社東京海上日動パートナーズTOKIO／
株式会社オービックビジネスコンサルタント

お問い合わせ 株式会社オービックビジネスコンサルタント 企業成長支援室 坂本・山口
mail：obc-as@obc.co.jp

※ 講師・共催企業と同業の方、個人の方はお申込みをお断りする場合がございます。
※ 講師・講演内容は予告なく変更になる可能性がございます。
※ 録画、録音、撮影については固くお断りさせていただきます。

ベトナム子会社、労務管理体制整備＆強化策～進出・体制整備・法改正・撤退までを現地視点で解説～
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▶詳細はこちら

詳細はこちら

グローバルビジネスを成功に導くパートナー

私たちは、グローバル経営の「意思決定」をサポートし、
国境を越えてその実行をご支援します。

開催日時：9/26（金）15:30

～16:30

集合時間：15:00（オンライ
ン）
構成：山本様講演45分、
QA10分、バッファ5分
内容：労務管理体制構築、撤
退

ベトナムは７月１日～大規模な行政地区の統廃合や
社会保険法の改正もあって、かなりの過渡期の状態
です。

このあたりの労務（労働許可等も関連します）に関
わるような話も現地では切実な問題となってきてい
るので最後に盛り込めればと思っています。
撤退についても少し触れるということで前回よりも
更にボリュームUPなので、
前回最後にお話した人事戦略の部分は今回カットを
想定しています。

巧みなベトナム進出・撤退方法と労務管理体制強化策

現在製造市場だけでなく消費市場としても注目を集めるベトナム。
多くのビジネスチャンスが有りながら競合も多く、進出と同時に撤
退相談も増えてきているなかで、進出と撤退時の留意点を解説しま
す。
またベトナムにおける外資企業への目線は年々厳しく、行政調査

の対象になることも増えています。行政調査で指摘が増えているの
は、なんと“労務管理体制”。優先順位が下げられがちなベトナム子
会社の労務管理体制を整えるために、今、何をすべきでしょうか？
ベトナム駐在コンサルタントがベトナム子会社の最低限押さえるべ
き労務管理ポイントについて、直近の法改正対応も交えて解説しま
す。

（１）昨今のベトナム進出・撤退事情
・進出のトレンド、進出形態の多様化等
・撤退時の留意点等
（２）最低限押さえるべき労務管理と調査対応のポイント
・労務管理のポイント（労働法の理解、規程の作り方、離職防止
策）
・調査対応のポイント（よく狙われる調査項目と事前準備）
（３）直近の法改正対応のポイント
・2025年7月社会保険法改正やVNeID登録義務化等の対応

Nippon Mirai Company
山本 真佑氏

★タイトルについて

前回資料を改めて読み返して、やはり労務管理体制についてのボリュームが多
いと思いますし、7つの項目（雇用契約とか）のところがお客様にも喜んでい
ただけたと記憶しておりますので、「労務管理体制」を全面に出したほうが良
いかなと思いました。結果前回とそう変わらないタイトルになっています。
サブタイトルで法改正や撤退もにおわせる、また山本様が現地から解説してく
ださるので「現地視点」という言葉も入れてみました。
いかがでしょうか。

★概要文について

こちらも前回資料を改めて読み返して、（２）の①と②を追記してみました。
やはりここがポイントかと。
また、撤退については、あまり押し出すと進出してほしいのか、撤退させたい
のか？？みたいに混乱をきたす気もしましたので、最初に進出、次に労務管理
体制強化、法改正、最後に撤退にしてみました。ボリューム的には少なくて大
丈夫です。また撤退したい人向けに話していただくわけではないので（本セミ
ナー的には進出か進出済みで子会社管理強化したい人）進出時から押さえてお
くべき撤退基礎という感じにして、進出時からある程度撤退のことも知ってお
きましょう、最近増えているので、というトーンにするのはどうかと思いまし
た。実際増えているでしょうし、撤退について何も知らないで進出するのはリ
スクだと思いますので。

（４）撤退だけが毛色の違う話なイメージを持ったので、法改正対応のポイン
トはとりあえず（３）に入れていますが、実際のご講演ではお話しやすい順番
で大丈夫です。

（１）（２）は前回の資料を基に箇条書き箇所を追記しています。
（３）はいただいた案のまま、（４）は勝手に箇条書き箇所を記載しているの
でご確認お願いします。

★山本様の社名・肩書について
前回「Nippon Mirai Company」と「みらいコンサルティングベトナム」の両方
を記載していました。どちらが正式名称でしょうか？もしどちらも正しいよう
でしたらより日本本社のお客様に伝わるように「みらいコンサルティングベ
トナム」でいかがでしょうか？（山本様がベトナムにいることが伝わる、日本
本社であればみらいコンサルティング様のお名前をご存知の方も多いと思うの
で）

また肩書ですが、貴社HPでは山本様は「Branch Director」という肩書が付記さ
れています。つけてもよろしいでしょうか？

★お時間について

今回1時間ということにさせていただきましたが、本編55分、QA10分、司会5
分、バッファ5分の合計75分（15:30～16:45）も可能です。
テーマも増えていますし、75分ではいかがでしょうか？
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